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次頁へ続く

■ 点　鐘 12：30

我等の生業　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

■ 会長談話

2025-2026年度　RI会長メッセージ

よいことのために手を取りあおう

■ 会長談話 井上修会長
　この 7月16日に特別例会で、丸紅株式会社訪問、東京 RC の例会訪問致しました。
参加して頂いた会員にお礼申し上げます。二会場で各々新たな出会いもあり、今後の
ロータリー活動に生かして頂ければと思います。

・矢野直樹会員より
　東京ロータリークラブ（東京ＲＣ）が 1920 年に日本で最初に設立された会員数
340 名のクラブであるとお聞きし、「ロータリーの原点であり頂点であるクラブの訪問
は大変意義深い」との思いで参加させて頂きました。例会場の隣席におられた直前会
長さんにお聞きした話を含めて、東京ＲＣと当クラブを比べてみました。
　１点目に、東京ＲＣは有象無象の会員は受け入れない雰囲気です。名の通ったクラ

ブであるがゆえに目的意識を異にする入会希望者もあり、会員相互の推薦とチェックを経て、衆目の一致す
るところで会員となられるようです。これに対して当クラブは、志さえあればメンバー入りを拒まぬ度量の
大きさを感じます。
　２点目は卓話の充実度です。例会における会長談話は最小限とし、その時間を会員やゲストによる卓話に
充て、卓話者・聴衆ともにユーモアを交えつつも真剣に臨んでおられました。これに対して当クラブは、会
長が毎回談話をされる。これはすごいことであり、今後も勉強をさせていただきたいと改めて感じた次第で
す。

・伊那ロータリークラブ会長　小河　節郎 様
・伊那ロータリークラブ幹事　鈴木正比古 様

■ ゲスト・ビジター紹介

　以上を総括しますと、「東京と地方の違いによる規模や数量の違いはあれど、活動内容に優劣はない。」と
いうことです。
　貴重な体験を企画・運営頂きました役員はじめ参加者の皆様へ感謝を申し上げ、訪問の雑感とさせていた
だきます。

・伊藤歩美会員より
　午前中は小川貴子さんの案内のもと丸紅本社見学をさせて頂きました。
　丸紅の企業案内や現在携わっている事業説明等お伺いしてメンバーからも活発な質
問が飛び交っていました
　その後東京 RC の例会へ参加させて頂き、伊藤かおりさんと同テーブルでした。山
田様という弁護士の方と隣り合わせで色々お話させていただきました。在籍 10 年ほど

の７０代の方ですが東京RCでは７０代はまだまだひよっこ状態らしいです。
　近隣７つの RC が活動しているため帝国ホテルでは毎日どこかのクラブが例会を開催しているそうなので
様々なクラブの例会に出席可能だと教えてくれました。
　会長談話や幹事報告等は一切なく、例会進行の在り方は正解がないのだなあと感じ伊那中央 RC も柔軟に
対応し変更していっても良いのではと思いました。
　また、帰りのバス内で井上会長が（実際東京 RC を訪問してみて）「東京 RC なんて特別じゃない。たい
したことないな、やっぱり伊那中央RCが最高だ」
と改めて感じてもらえたら本望だ・・的な発言がありましたがやはり東京 RC は特別だなあ・・・と感じた
次第です
　とても良い経験をさせて頂きました

・熊谷健会員より
　７月１６日水曜日、メンバー１７名で東京へ行って、丸紅の研修と東京ロータリー
クラブの例会に参加してきました。井上会長からその報告をせよという命令がありま
したので、私の方からは丸紅訪問の報告をさせていただきます。
　丸紅では、昨年まで会員でいらっしゃった小川貴子さんと、三峰川電力代表取締役
常務の高橋俊介さんに大変お世話になりました。メンバーからの活発な質問、わがま

まな質問にも真摯に答えていただきました。
　また、丸紅本社の建物は、５、６年前に現在の場所に新築したということでとても立派な建物でした。
　丸紅は、日本経済を牽引する総合商社として有名ですが、社訓は「正・新・和」というそうで、その精神に則り、
公正明朗な企業活動を通じ、社会・経済の発展、地球環境の保全に貢献する、誇りある企業グループを目指す、
とされています。
　研修の終わりに、受付の前でみんなで写真を撮らせていただきましたが、従業員の方も忙しい中、快く応
じていただき、大変感謝です。

・唐澤知子会員より
　指名、ありがとうございます。私は東京ロータリークラブ訪問について話します。
帝国ホテルの会場で私は北原幹子さんと一緒のテーブルでした。例会開始前に同テー
ブルのメンバーの方々と名刺交換をさせていただきました。
　帰宅後、ご挨拶させていただいた方々の名刺を改めて拝見し、思わず声を上げてし
まいました。

なんと、（株）空港施設の元社長、乗田俊明様がいらっしゃいました。2023 年、国交省 OB の天下りを拒否
して社長を解任されたという、あの報道の渦中にいらした方です。
　そしてもうお一方、遠山敦子様。お名刺にはトヨタ財団顧問とありましたが、文化庁長官、そして第一次
小泉内閣では文部科学大臣も務められた、日本の教育行政を牽引されてきた方でした。
　そんなすごい方々とは知らず、私はまったく気負わず、気楽に話しかけてしまいました。知らないって、
ある意味すごいですよね…。後になって冷や汗が出ました（笑）。でもそれ以上に、直接お話できたことは
私にとって本当に大きな経験でした。
　お二人とも物腰はとても柔らかく、それでいて、内側からにじみ出るような品格と力強さがありました。

特に遠山さんは、私の仕事について尋ねて下さり、ひとのことコンサルタントとしての仕事についてお話し
したのですが、「そういうことでお悩みの企業は多いでしょう、それは必要とされるお仕事ですね」と言葉
をいただき、「まだまだこれから、ますます活躍してくださいね」とエールまでいただきました。
　長くこの国の女性の先頭を走ってこられた方から、そんな励ましをいただけて、今になっても胸がいっぱ
いになります。
　この出会いを励みに、私も自分の場で、少しでも誰かの役に立てるよう、ますます頑張っていこうと思い
ました。
　東京ロータリークラブ。訪問して本当によかったです。ありがとうございました。

・池田幸平会員より
　東京への職場訪問例会、大変参考になりました。丸紅本社の素晴らしいビルに驚き、
歴史から、事業内容、発電事業について説明して頂きました。特に風力発電について
詳しくお聞きし勉強になりました。
　東京ロータリーへのビジター訪問は帝国ホテル中二階の光の間で、まず広さに圧倒
されました。20テーブル（各8人位）に我が会員が2人ずつ座り、全員が紹介されました。

皆さん気さくに話し掛けてくれました。例会のやり方等わがクラブとは随分違い参考になりました。幹事報
告もなく会報も簡略でした。
　帰りの車中ではカラオケで大きく井上会長を上回り気分の良い旅となりました。

・小川秋實会員より
　例会参加者は、他クラブや外国人のビジターを含め、約 200 人。会員のドレスコー
ドは、ノーネクタイでよいが、ブレザーは着用。8 人掛け丸テーブルの座席は指定。
3ヶ月ごとに座席指定を組み替えるという。私が座ったテーブルの会員の一人が、私
の大学後輩で同じ専門の医師だった。幹事から、夏場はブレザーを着用しなくてよいが、
会員バッジは必ず着けるよう指示があった。テーブルに、30cm 四方の紙に赤いバッ

テンが付いた物が置いてあったが、これはこのテーブルに医師がいるとの印だった。
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　近隣７つの RC が活動しているため帝国ホテルでは毎日どこかのクラブが例会を開催しているそうなので
様々なクラブの例会に出席可能だと教えてくれました。
　会長談話や幹事報告等は一切なく、例会進行の在り方は正解がないのだなあと感じ伊那中央 RC も柔軟に
対応し変更していっても良いのではと思いました。
　また、帰りのバス内で井上会長が（実際東京 RC を訪問してみて）「東京 RC なんて特別じゃない。たい
したことないな、やっぱり伊那中央RCが最高だ」
と改めて感じてもらえたら本望だ・・的な発言がありましたがやはり東京 RC は特別だなあ・・・と感じた
次第です
　とても良い経験をさせて頂きました

・熊谷健会員より
　７月１６日水曜日、メンバー１７名で東京へ行って、丸紅の研修と東京ロータリー
クラブの例会に参加してきました。井上会長からその報告をせよという命令がありま
したので、私の方からは丸紅訪問の報告をさせていただきます。
　丸紅では、昨年まで会員でいらっしゃった小川貴子さんと、三峰川電力代表取締役
常務の高橋俊介さんに大変お世話になりました。メンバーからの活発な質問、わがま

まな質問にも真摯に答えていただきました。
　また、丸紅本社の建物は、５、６年前に現在の場所に新築したということでとても立派な建物でした。
　丸紅は、日本経済を牽引する総合商社として有名ですが、社訓は「正・新・和」というそうで、その精神に則り、
公正明朗な企業活動を通じ、社会・経済の発展、地球環境の保全に貢献する、誇りある企業グループを目指す、
とされています。
　研修の終わりに、受付の前でみんなで写真を撮らせていただきましたが、従業員の方も忙しい中、快く応
じていただき、大変感謝です。

・唐澤知子会員より
　指名、ありがとうございます。私は東京ロータリークラブ訪問について話します。
帝国ホテルの会場で私は北原幹子さんと一緒のテーブルでした。例会開始前に同テー
ブルのメンバーの方々と名刺交換をさせていただきました。
　帰宅後、ご挨拶させていただいた方々の名刺を改めて拝見し、思わず声を上げてし
まいました。

なんと、（株）空港施設の元社長、乗田俊明様がいらっしゃいました。2023 年、国交省 OB の天下りを拒否
して社長を解任されたという、あの報道の渦中にいらした方です。
　そしてもうお一方、遠山敦子様。お名刺にはトヨタ財団顧問とありましたが、文化庁長官、そして第一次
小泉内閣では文部科学大臣も務められた、日本の教育行政を牽引されてきた方でした。
　そんなすごい方々とは知らず、私はまったく気負わず、気楽に話しかけてしまいました。知らないって、
ある意味すごいですよね…。後になって冷や汗が出ました（笑）。でもそれ以上に、直接お話できたことは
私にとって本当に大きな経験でした。
　お二人とも物腰はとても柔らかく、それでいて、内側からにじみ出るような品格と力強さがありました。

特に遠山さんは、私の仕事について尋ねて下さり、ひとのことコンサルタントとしての仕事についてお話し
したのですが、「そういうことでお悩みの企業は多いでしょう、それは必要とされるお仕事ですね」と言葉
をいただき、「まだまだこれから、ますます活躍してくださいね」とエールまでいただきました。
　長くこの国の女性の先頭を走ってこられた方から、そんな励ましをいただけて、今になっても胸がいっぱ
いになります。
　この出会いを励みに、私も自分の場で、少しでも誰かの役に立てるよう、ますます頑張っていこうと思い
ました。
　東京ロータリークラブ。訪問して本当によかったです。ありがとうございました。

・池田幸平会員より
　東京への職場訪問例会、大変参考になりました。丸紅本社の素晴らしいビルに驚き、
歴史から、事業内容、発電事業について説明して頂きました。特に風力発電について
詳しくお聞きし勉強になりました。
　東京ロータリーへのビジター訪問は帝国ホテル中二階の光の間で、まず広さに圧倒
されました。20テーブル（各8人位）に我が会員が2人ずつ座り、全員が紹介されました。

皆さん気さくに話し掛けてくれました。例会のやり方等わがクラブとは随分違い参考になりました。幹事報
告もなく会報も簡略でした。
　帰りの車中ではカラオケで大きく井上会長を上回り気分の良い旅となりました。

・小川秋實会員より
　例会参加者は、他クラブや外国人のビジターを含め、約 200 人。会員のドレスコー
ドは、ノーネクタイでよいが、ブレザーは着用。8 人掛け丸テーブルの座席は指定。
3ヶ月ごとに座席指定を組み替えるという。私が座ったテーブルの会員の一人が、私
の大学後輩で同じ専門の医師だった。幹事から、夏場はブレザーを着用しなくてよいが、
会員バッジは必ず着けるよう指示があった。テーブルに、30cm 四方の紙に赤いバッ

テンが付いた物が置いてあったが、これはこのテーブルに医師がいるとの印だった。



■ 委員会報告
・7月8日（火）クラブサポートミーティングの報告　　　加藤篤幹事 

　小林ガバナーより新年度の始まりにつき挨拶と今年度方針の説明がありました。
①地区大会について参加要請がありました。
②台湾での国際大会について、現在旅行会社と訪問プランを検討しており一人 20 万
円前後で 3 泊 4 日プランを作成しております。多くの会員の参加の呼びかけがありま
した。

　その他として、１）地区プログラム最終版の配信ができた報告と、２）ガバナー月信デジタル化（DXの推進）
について理解をお願いしたい旨がありました。
　RI 会員増強については３委員会を併合しながら金児会員増強委員長を中心に進める方針がしめされまし
た。
　青少年育成基金について残 3,600 万円を 6 年持たせることを考えており、総額 500 万円上限を徹底した
い（85％支給）と方針が示されました。
　会員増強については、会員数 1,772 名と令和 7年 6月末で 36名減少しており、RI 方針も会員増強を謳っ
ているので、衛星クラブなども活用して会員増強を図ってほしいと話がありました。

次頁へ続く

・伊那ロータリークラブ会長　　小河節郎 様
　皆様こんにちは。ご紹介いただきました本年伊那RC会長の小河でございます。本日
はご招待をいただきましてありがとうございます。
　職種は建築設計、箕輪町で設計事務所を営んでいます。住まいも箕輪町ですので、
お見受けしたところ、ほとんどの方は初対面ですが本年1年宜しくお願いします。
　本年伊那クラブは青少年育成奉仕に力を入れたいと考えています。大きく3つの奉仕

活動を計画していますが、まず1つ目がボーイスカウトの森整備環境保全活動。2つ目は上伊那中学女子バ
レー育成事業があります。これは上伊那の12中学のバレーボールクラブが一同に集まり競技をおこない、
勝ことの喜びと、親睦を深めるのが狙いです。3っつ目は本年3年目を迎える「中尾歌舞伎公演」がありま
す。地域の伝統文化の継承と、この伝統文化を若人に伝えることが目的としています。いずれも青少年育成
という意味では重要な活動だと捉えています
そしてこれらの行動を実践することには大変なエネルギーを要しますが、何事も楽しいと思って行動すれば
すべてが楽しくなる。
　このような考えのもと、伊那クラブのテーマを
　　「ロータリーを楽しもう」とさせていただきました。
　これは、単にお酒をのんで楽しくやろうという意味ではありません
いろんな奉仕活動も負担だと思えば苦しいし、楽しく行えば楽しくなる。そんな意味での「ロータリーを楽
しもう」です
　そして重点目標としては4っつあげさせていただきます。
　　①IMを成功させよう
　　②青少年育成のための活動
　　③会員増強
　　④台北国際大会参加
　　の4項目を挙げさせていただきました。
　IMは今年度当クラブが上伊那グループの幹事クラブです。来年3月8日にIMを予定しています。中央クラ
ブの皆さんも今から予定をたて、全員での参加をお願いします。

■ ご挨拶
　伊那ロータリークラブ会長・小河節郎（おがわ　せつろう）様、幹事・鈴木正比古（すずきまさひこ）
様、ようこそお越し頂けました。本日はご挨拶、宜しくお願い致します。又、先般、貴クラブ例会の訪問時
には大変お世話になりありがとうございました。

井上修会長

・伊那ロータリークラブ幹事  　鈴木正比古 様
　伊那中央RCの皆様こんにちは。
本年度伊那RC幹事を務めさせていただきます鈴木と申します。
　伊那中央ロータリークラブにお伺いする前に辰野・箕輪両クラブにお邪魔させてい
ただきました。あまり存じ上げる方もおらず緊張しましたが、一番リラックスできる
訪問先はやはりお知り合いも多い伊那中央 RC 様です。また、伊那中央 RC の皆さん

はやはり伊那RCとは少し違う雰囲気を楽しんでいるなあと感じております。
　本年度の伊那 RC 会長のテーマは「ロータリーを楽しもう」となっております。このテーマを具体化させ
るべく一年間頑張りたいと思いますし、本年度は伊那 RC が IM の担当となっておりますので伊那中央 RC
の皆さんをはじめ、参加していただいた皆様に楽しんでいっていただけるような IM を企画したいと思って
おります。皆様ふるってご参加いただければ幸いです。
　ご協力のほどよろしくお願いいたします。



■ 決算報告
・第38年度 宮下健会計より、決算報告が行われました。
・第38年度 池上幸平監査人より、監査報告が行われました。

■ 委員会事業計画発表
今年度の事業計画について発表がありました。（方針・計画等についてはクラブ計画書をご覧ください。）
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はご招待をいただきましてありがとうございます。
　職種は建築設計、箕輪町で設計事務所を営んでいます。住まいも箕輪町ですので、
お見受けしたところ、ほとんどの方は初対面ですが本年1年宜しくお願いします。
　本年伊那クラブは青少年育成奉仕に力を入れたいと考えています。大きく3つの奉仕
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勝ことの喜びと、親睦を深めるのが狙いです。3っつ目は本年3年目を迎える「中尾歌舞伎公演」がありま
す。地域の伝統文化の継承と、この伝統文化を若人に伝えることが目的としています。いずれも青少年育成
という意味では重要な活動だと捉えています
そしてこれらの行動を実践することには大変なエネルギーを要しますが、何事も楽しいと思って行動すれば
すべてが楽しくなる。
　このような考えのもと、伊那クラブのテーマを
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　これは、単にお酒をのんで楽しくやろうという意味ではありません
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はやはり伊那RCとは少し違う雰囲気を楽しんでいるなあと感じております。
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次回例会
7月 29 日（火）　点鐘／ 18:30　　場所／海老屋料理店　　

・夜間例会

■ 点　鐘 13：30

伊那市社会福祉協議会様■ 依頼訪問

会員数39名  出席免除会員4名  長欠会員1名  本日出席者（例会場）22名（ZOOM）1名　
事前メイク4名  出席率79.41％  前回出席率 修正なし

■ 出席報告

・「上伊那災害時支援ネットワークについて」協力のお願い

吉原弘明
ロータリー財団委員長

田中真人
米山記念奨学委員長

宮原英幸
青少年奉仕委員長

馬場秀則
衛星ｸﾗﾌﾞ設立準備委員長


